
ごみ処理に関する情報交通事故発生件数（7月中）
発生件数：324件※
人身事故：29件（死者：1人、けが人：33人）
物損事故：295件

火災と救急件数（7月中）
火災件数：2件
救急件数：550件（交通：20件、急病：357件、その他：173件）
搬送人員：468人

※東松山警察署管内（東松山市、滑川町、川島町、吉見町）の件数

人口と世帯（8月1日現在）
人口：91,272人
　男：45,740人
　女：45,532人
出　生（7月中）：31人
死　亡（7月中）：94人
転入等（7月中）：415人
転出等（7月中）：318人
世帯数：44,710世帯
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埼玉県
こども動物自然公園

〒355-0065岩殿554　 35-123435-0248
開園時間等は をご確認ください。 埼玉県こども動物自然公園

携帯電話・スマートフォン回収実績　　
　　　　　　　　　　　（令和7年度）
778台　

市役所庁舎の1階受付にある
回収BOXへお持ちください。
　　　　        
詳細はこちら▶　　

この広報紙にあなたが写っていましたら広報広聴課へご連絡ください。写真や写真データを差し上げます。

キリンの引っ越し
　6月最後の休園日、昨年5月に生まれ、すくすくと成長したオスのキリン「スズマル」が、
群馬サファリパークへお婿さんとして向かいました。新しい場所で家族をつくり、命をつ
ないでいく大切な役割を担います。
　キリンの引っ越しは、大仕事です。背の高いキリンは専用の輸送箱に入れて移動します
が、初めて見る箱にいきなり入ってくれるわけではありません。約1か月前から箱をパドッ
クに設置し、飼育係が毎日少しずつ中へ入るよう促しながら慣れてもらいます。決して無
理強いはせず、キリンが自分の意思で入れるよう、根気よく準備を重ねます。
　そして迎えた当日。飼育係は普段どおりを装い、落ち着いて行動するのですが、キリン
に気づかれてしまったのか箱に入るまでに少し時間がかかりました。先輩飼育係が「キリ
ンは担当者の心臓の音が聞こえるのではないか？」と言っていました。サバンナで警戒し
ながら生きるキリンですから、かすかな音も聞こえているのかもしれません。それでも、
キリンが自ら箱へ入った瞬間、すぐに扉を閉め、数人で入口を固定します。その間も、驚
いて暴れたりしないよう、一つひとつの作業を慎重に進めます。
　その後は、キリンが入った箱をクレーンでゆっくりと持ち上げ、トラックへ積み込みま
す。車体へ確実に固定すると、いよいよ新天地へ出発です。見送る私たちは「無事に着い
てほしい」と願いながら車を送り出します。そして、相手の動物園から「無事に到着しまし
た」という連絡を受けて、ようやく胸をなで下ろします。
　動物の引っ越しは、命を未来へつなぐための大切な仕事です。新しい環境で元気に暮ら
し、いつかかわいいこどもたちに恵まれることを、飼育係一同心から願っています。
� ※10月号は植物ZOO鑑です。
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輸送箱設置輸送箱設置

箱に入る練習中箱に入る練習中

ボルトで固定中ボルトで固定中

出発・元気でね！出発・元気でね！
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交流・学び・体験がいっぱいの2日間 ～東松島×東松山～交流・学び・体験がいっぱいの2日間 ～東松島×東松山～

　7月21日（火）・22日（水）、大東文化大学で東松島
市（宮城県）×東松山市中学生交流を実施しました。初
めは緊張していた両市の生徒の皆さんも、ニュース
ポーツや栄養学を学びながら交流を重ね、最後には会
話が弾み別れが名残惜しそうでした。中学生の交流に
より友好都市の絆が深まった2日間でした✨

ピースツアーピースツアー

　7月31日（金）、小学生を対象にバスで市内施設を巡
るピースツアーを開催しました。
　化石と自然の体験館の化石発掘体験では、巨大ザメ・
メガロドンの歯の化石を発見した参加者がいました。
また、日世株式会社東松山工場では、ソフトクリーム
用のコーンカップ製造見学や実際に自分でサーバーか
らソフトクリームを作る体験もできました。
　最後に、県平和資料館では、当時の国民学校・防空
壕体験により、戦争の悲惨さと平和の尊さについて学
んだ後、平和への願いを込めて花を鉢に植えました。

　市内7か所の市民活動センターには、地域活動推進員が中心となって大切に育てている
花壇があります。今回は、高坂丘陵市民活動センターの花壇を紹介します。
　地域のフラワーサポーターと一緒に手入れを行っている花壇では、9月には綿

わた

の花やト
レニアが見頃を迎えます。

　季節ごとの花は見るだけでなく、種を採って次の季節につなげ
たり、ドライフラワーを作ったり、育てた苗を地域の皆さんへ
配ったりと、花を通じた交流も広がっています。
　「この花壇は毎年違う表情を見せてくれます。皆さんに喜んで
いただけることが一番の励みです」と話すのは、5年前から花壇
づくりに携わる地域活動推進員の太田さん。

　今後は、毎年花を咲かせる宿根草や多年草も取り入れながら、長く親しまれる花壇を目
指していくそうです。地域の皆さんの思いが込められた花壇は、市民活動センターを訪れ
る人を温かく迎えています。お近くのセンターに立ち寄った際は、ぜひ季節の花々をご覧
ください。

私のまちの花いっぱい写真展　作品募集中！
　地域の花壇や個人の庭で育てている花の写真を募集して
います。ぜひご応募ください。
　　募集期間　10月30日（金）まで
　　開催日時　11月17日（火）～25日（水）正午
　　場所　　　メガセンタートライアル東松山店

地域支援課
　花いっぱい推進室
　 21-143522-7799
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花から広がる地域の輪
高坂丘陵市民活動センターの花壇づくり

地域活動推進員地域活動推進員
太田さん太田さん
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https://www.parks.or.jp/sczoo/
https://www.city.higashimatsuyama.lg.jp/soshiki/19/24515.html
https://www.city.higashimatsuyama.lg.jp/site/gomi-recycle/1434.html
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